
～
日
本
を
戦
場
に
す
る
大
軍
拡
『
そ

こ
に
未
来
は
あ
・
る
・
ん
・
か
？
』
～

石
破
首
相
が
、
内
閣
発
足
後
８
日
で

解
散
を
表
明
し
衆
院
総
選
挙
が
行
わ
れ

た
１
０
月
１
９
日
（
土
）
、
東
京
女
性

部
は
、
東
京
平
和
委
員
会
事
務
局
長
の

岸
本
正
人
さ
ん
を
招
い
て
、
今
年
も
憲

法
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
１
３
人
が
参
加

し
、
時
間
を
超
過
す
る
熱
い
学
習
会
と

な
り
ま
し
た
。
岸
本
さ
ん
は
、
「
来
年

は
戦
後
・
被
爆
８
０
年
」
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
と
の
「
太
平
洋
戦
争
」
、
原
爆

投
下
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
託
・
降
伏
、

そ
し
て
日
本
国
憲
法
公
布
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
と
旧
日
米
安
全
保

障
条
約
締
結
か
ら
陸
海
空
の
自
衛
隊
の

発
足
、
新
安
保
条
約
調
印
ま
で
の
歴
史

を
詳
し
く
述
べ
た
後
、
戦
後
７
０
年
の

安
保
法
制
の
成
立
、
「
平
和
国
家
の
政

策
の
隅
々
に
手
を
入
れ
、
根
底
か
ら
く

つ
が
え
し
た
」
と
駐
日
大
使
に
言
わ
し

め
た
安
保
３
文
書
の
閣
議
決
定
へ
と
続

く
、
日
本
の
現
在
地
が
良
く
わ
か
る
講

演
と
な
り
ま
し
た
。
国
会
前
の
行
動
で

「
戦
争
に
行
き
ま
す
か
・
選
挙
に
行
き

ま
す
か
」
の
大
き

な
プ
ラ
ス
タ
ー
を

か
か
え
て
か
け
つ
け
て
く
れ
た
人
、
日

本
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
喜
ぶ

声
、
ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
、
平
和
の

準
備
を
こ
れ
か
ら
も
ど
う
や
っ
て
続
け

て
い
く
か
、
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

【
東
京
女
性
部
委
員

廣
川

陽
子
】

１
１
月
７
日
～
８
日
、
建
交
労
は
、

交
運
共
闘
が
展
開
す
る
中
央
行
動
と
結

合
し
「
改
憲
阻
止
・
大
軍
拡
の
推
進
反

対
、
物
価
高
騰
を
乗
り
越
え
る
秋
闘
を

展
開
し
よ
う
」
を
求
め
、
関
係
省
庁
や

業
界
団
体
に
要
請
行
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
は
国
交

省
前
に
集
合
し
、
交
運
共
闘
の
高
城
議

長
（
自
交
総
連
委
員
長
）
な
ど
が
、
交

通
運
輸
の
安
全
確
保
な
ど
を
訴
え
ま
し

た
。
組
合
員
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
だ
請
願
署
名
に
は
「
２
０
２
３
年
６

月
１
日
に
公
正
取
引
委
員
会
が
公
表
し

た
『
荷
主
と
物
流
事
業
者
と
の
取
引
に

関
す
る
優
越
的
地
位
の
濫
用
を
規
制
す

る
観
点
か
ら
行
っ
た
調
査
』
に
基
づ
き
、

適
正
料
金
収
受
の
対
策
を
強
化
す
る
こ

と
」
「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
事
業

用
自
動
車
運
転
者
の
勤
務
時
間
１
４
４

時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
」
な
ど
、
切
実

な
要
求
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

日
に
合
わ
せ
て
全
国
か
ら
集
約
し
た
署

名
を
国
交
省
、
経
産
省
、
厚
労
省
に
直

接
提
出
し
ま
し
た
。

厚
労
省
前
で
は
「
生

活
関
連
の
公
共
事
業
を
増
や
せ
！
ト
ラ
ッ

ク
労
働
者
の
生
活
を
守
れ
！
Ｊ
Ｒ
は
安

心
・
安
全
を
守
れ
！
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
建

設
に
関
わ
る
６
部
会
（
ダ
ン
プ
部
会
、

生
コ
ン
部
会
、
重
機
部
会
、
労
職
部
会
、

建
設
現
場
部
会
、
建
設
・
関
連
部
会
）

で
構
成
す
る
建
設
産
別
対
策
委
員
会
は

ゼ
ネ
コ
ン
要
請
行
動
を
実
施
。
ト
ラ
ッ

ク
部
会
は
国
交
省
・
厚
労
省
へ
の
要
請

行
動
、
学
童
保
育
部
会
は
国
会
議
員
要

請
、
鉄
道
本
部
は
国
交
省
へ
の
要
請
行

動
に
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
ま
し
た
。
同

時
に
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
「
マ
イ
ナ

保
険
証
の
押
し
付
け
反
対
大
集
会
」
に

結
集
し
銀
座
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
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東
京
女
性
部
『
憲
法
カ
フ
ェ
』

～
戦
争
の
準
備
で
な
く
平
和
の
準
備
を
～
開
催



こ
の
た
た
か
い
は
、
バ

ス
運
転
手
が
休
憩
時
間
中

に
自
分
の
現
金
で
握
り
飯

を
買
っ
て
食
べ
た
こ
と
で

処
罰
さ
れ
た
こ
と
に
端
を

発
し
ま
す
。
そ
の
後
、
バ

ス
運
転
手
と
し
て
同
じ
仕

事
を
輪
番
で
行
い
、
責
任

も
同
じ
に
も
関
わ
ら
ず
、

労
働
条
件
に
差
が
あ
る
こ

と
が
お
か
し
い
で
は
な
い

か
と
の
議
論
に
な
り
、
た

た
か
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

会
社
が
、
正
社
員
間
で
、

こ
の
差
が
あ
る
こ
と
を
認

否
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

初
審
が
長
引
き
ま
し
た
。

一
審
は
２
３
年
４
月
に
「
会
社
組
織

再
編
に
よ
っ
て
労
働
条
件
の
異
な
る

複
数
の
労
働
者
集
団
が
併
存
す
る
こ

と
は
、
通
常
生
じ
る
事
態
と
い
う
べ

き
で
、
こ
と
さ
ら
に
異
常
な
事
態
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
」
と
賃
金
差
別

を
不
問
に
し
、
さ
ら
に
、
西
東
京
バ

ス
出
身
者
と
旧
多
摩
バ
ス
出
身
者
の

地
位
は
「
労
働
契
約
の
内
容
の
差
異

か
ら
生
じ
る
契
約
上
の
地
位
に
す
ぎ

な
い
」
と
訴
え
を
棄
却
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
同
じ
職
場
の
正
社
員

で
あ
り
な
が
ら
労
働
条
件
が
異
な
る

と
い
う
現
実
の
不
満
が
広
く
あ
る
中

で
の
結
成
し
た
た
た
か
い
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
司
法
で
の
た
た
か
い

は
、
一
昨
年
末
の
高
裁
不
当
判
決
、

昨
年
５
月
に
最
高
裁
で
門
前
払
い
の

不
受
理
決
定
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
本
総
会
で
は
、
こ
の
機
に
、
以

前
か
ら
続
い
て
い
る
職
場
へ
の
運
動

へ
と
繋
げ
、
そ
れ
を
支
援
す
る
こ
と

を
決
議
し
、
本
会
を
解
散
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
非
正
規
、
正
規
間
で

の
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の
た
た
か

い
は
法
律
化
さ
れ
て
運
動
は
広
が
っ

て
い
ま
す
。
本
会
が
た
た
か
っ
た
正

社
員
間
で
の
賃
金
格
差
は
、
新
自
由

主
義
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
職
場
で
た
た
か
わ
れ
て
い
ま

す
。
運
動
は
こ
れ
ら
の
た
た
か
い
と

も
呼
応
し
て
続
け
ら
れ
ま
す
。

【
バ
ス
関
連
支
部

執
行
委
員
長

佐
々
木
仁
】

都
本
部
の
事
業
団
部
会
総
会
は
、

１
０
月
２
６
日
土
曜
日
に
建
交
労

中
央
本
部
会
議
室
に
て
２
６
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
青
木

副
部
会
長
が
司
会
を
務
め
開
会
あ

い
さ
つ
を
行
い
、
議
長
に
池
袋
分

会
の
鈴
木
さ
ん
と
深
川
分
会
の
畠

中
さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。
主
催

者
挨
拶
は
部
会
長
が
行
な
い
、
来

賓
挨
拶
は
都
本
部
遠
藤
書
記
長
、

事
業
団
全
国
部
会
安
藤
副
部
会
長

が
行
い
ま
し
た
。
経
過
報
告
は
藤

田
事
務
局
長
が
行
い
ま
し
た
。
報

告
の
中
で
今
年
度
は
ど
の
事
業
団

も
順
調
に
仕
事
確
保
が
で
き
て
雇

用
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

制
度
的
事
業
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー

ム
認
定
を
江
東
事
業
所
が
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
、
東
京
で
開
か
れ

た
日
本
高
齢
者
大
会
に
３
０
名
近
い

人
が
参
加
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
方
針
提
案
は
、
部
会
長

が
、
来
年
度
に
向
け
て
国
や
自
治
体

交
渉
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
、
職
場

要
求
実
現
に
向
け
て
大
幅
な
賃
金
引

上
げ
や
諸
要
求
の
前
進
を
図
る
こ
と
、

団
体
生
命
共
済
の
全
員
加
入
な
ど
共

済
活
動
を
活
発
に
し
て
相
互
補
助
の

活
動
を
進
め
る
こ
と
な
ど
、
訴
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
討
論
が
行
わ

れ
、
７
名
の
方
か
ら
発
言
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
職
場
の
実
態
報
告
、
人
手

不
足
を
解
消
し
て
ほ
し
い
、
新
人
教

育
の
改
善
、
部
会
の
在
り
方
に
対
す

る
意
見
等
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
の
ま
と
め
の
後
、
次
期
大
会
役

員
を
選
出
し
終
了
し
ま
し
た
。

【
部
会
長

赤
羽
目

寛
】
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東
京
地
本
は
第
２
６
回
定
期
大
会
を

東
十
条
組
合
事
務
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
に
今
年
１
月
に
急
逝
さ
れ
た
永
渕

副
委
員
長
へ
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。
井
上
委
員
長
は
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

輪
軸
組
立
作
業
の
デ
ー
タ
改
善
を
認
め

た
が
、
謝
罪
し
て
い
な
い
。
み
ど
り
の

窓
口
の
閉
鎖
に
つ
い
て
は
、
喜
勢
新
社

長
が
一
旦
凍
結
を
発
表
し
た
が
こ
れ
は

私
達
が
経
営
協
議
会
の
中
で
大
混
雑
・

大
混
乱
を
招
く
と
指
摘
し
て
い
た
こ
と

だ
。
ア
ク
セ
ス
分
会
で
は
健
康
診
断
の

交
通
費
支
給
が
通
達
さ
れ
た
が
２
２
年

に
私
達
が
要
求
し
て
い
た
こ
と
」
と
振

り
返
り
、
後
に
な
っ
て
成
果
が
出
る
こ

と
が
あ
る
た
め
組
織
が
縮
小
し
て
も
し
っ

か
り
言
う
べ
き
こ
と
を
言
お
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
組
合
員
か
ら
は
今
年
３

月
に
起
き
た
新
幹
線
・
郡
山
駅
で
停
止

位
置
を
５
２
０
メ
ー
ト
ル
行
き
過
ぎ
た

事
故
に
つ
い
て
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
車

輪
が
レ
ー
ル
を
滑
る
滑
走
を
検
知
す
る

度
に
ブ
レ
ー
キ
を
緩
め
る
制
御
装
置
が

頻
繁
に
作
動
し
た
の
が
原
因
と
発
表
し

た
が
、
結
果
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
す
る
な
ら

検
知
シ
ス
テ
ム
の
意
味
が
な
い
。
不
具

合
を
自
社
解
決
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が

問
題
」
と
指
摘
す
る
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
【
東
日
本
鉄
道
本
部
４
２
９
号
・

鉄
道
東
京
地
方
本
部
２
６
０
号
よ
り
】

■１１月２７日（水）１９時～東京建設・

関連部会、組織拡大検討委員会中野駅前

宣伝行動／中野駅北口

■１２月 １日（日）１３時～都本部２５

春闘討論集会（東京地評ラパスホール）

■１２月 ８日（日）～９日（月）

第３０回全国建設研究・交流集会

マロウドインターナショナルホテル成田

組合掲示板

東
部
支
部
は
、
１
０
月
２
０
日
（
日
）

富
岡
区
民
会
館
で
第
２
５
回
定
期
大
会

を
開
催
し
、
来
賓
に
遠
藤
書
記
長
が
出

席
し
ま
し
た
。
方
針
を
提
案
し
た
畠
中

書
記
長
は
、
事
業
団
・
高
齢
者
の
分
会

の
活
動
に
つ
い
て
「
国
は
高
齢
化
が
進

む
中
で
年
金
、
医
療
、
介
護
等
の
社
会

保
障
費
削
減
を
推
し
進
め
て
い
る
。
定

年
後
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
齢
者

が
増
加
す
る
中
、
受
け
皿
組
織
と
し
て

の
役
割
を
発
揮
で
き
る
よ
う
活
動
を
継

続
し
た
い
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
事

業
等
を
活
用
し
な
が
ら
運
動
を
す
す
め

た
い
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
組

織
拡
大
が
支
部
の
最
大
の
課
題
と
し
、

一
人
職
場
組
合
員
交
流
会
の
拡
充
や
、

組
織
拡
大
検
討
委
員
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
都
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
有
効

活
用
す
る
な
ど
組
織
拡
大
に
重
点
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま

た
、
要
求
実
現
に
向
け
て
政
治
闘
争
が

欠
か
せ
な
い
と
し
、
学
習
会
を
通
じ
て

理
解
を
深
め
、
憲
法
改
悪
阻
止
の
集
会

な
ど
へ
の
積
極
な
参
加
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
春

の
お
花
見
や
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
仲
間
の
団

結
深
め
る
一
年
に
し
よ
う
と
提
起
し
、

方
針
、
決
算
・
予
算
、
役
員
を
そ
れ
ぞ

れ
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

※
東
部
支
部
（
深
川
民
間
分
会
、
東
部

合
同
ユ
ニ
オ
ン
分
会
、
ク
ラ
シ
テ
ユ
ニ

オ
ン
分
会
、
深
川
分
会
、
足
立
分
会
、

墨
田
分
会
、
葛
飾
分
会
、
木
材
合
同
分

会
、
点
在
分
会
、
都
本
部
書
記
局
分
会
、

京
橋
運
送
、
つ
ば
さ
流
通
分
会
、
応
用

技
術
試
験
所
分
会
、
坂
田
建
設
分
会
）

【
東
部
支
部

書
記
次
長

笹
原

和
樹
】

東京事業団・高齢者部会 第１９回定期総会


